
 看護師養成所管理運営規則の一部を改正する規則をここに公布する。 

  平成 18 年８月１日 

                                            岩手県知事 増 田 寛 也  

岩手県規則第 125 号 

   看護師養成所管理運営規則の一部を改正する規則 

 看護師養成所管理運営規則（昭和 45 年岩手県規則第７号）の一部を次のように改正する。 

改正前 改正後 

（受験手続） 

第８条 学院へ入学しようとする者は、次に掲げる書類及び

入学選考料を学院長に提出しなければならない 

(１) 岩手県立水沢高等看護学院にあっては、入学願書

（様式第１号）、内申書（様式第２号及び様式第３号）、

成績証明書（様式第４号）、就業証明書（様式第５号）、

健康診断書（様式第６号）その他学院長が別に定める

書類 

(２) 岩手県立一関高等看護学院、岩手県立宮古高等看

護学院及び岩手県立二戸高等看護学院にあっては、入

学願書（様式第７号）、健康診断書その他学院長が別

に定める書類 

(３) 推薦に基づく選考による場合にあっては、前各号

に掲げるもののほか、推薦書（様式第８号） 

（入学許可及び入学手続） 

第９条 ［略］ 

２ 前項の規定により入学を許可された者は、入学を許可さ

れた日から10日以内に保証人２人と連署した誓約書（様

式第９号）を学院長に提出しなければならない。 

３ ［略］ 

（休学） 

第11条 学生は、病気その他の理由のため、１箇月以上修学

することができないときは、保証人が連署した休学願（様

式第10号）により、学院長に休学を願い出ることができ

る。この場合において、休学の理由が病気のときは、医

師の診断書を添えなければならない。 

２・３ ［略］ 

（復学） 

第12条 休学中の学生は、休学の理由がなくなったことによ

り復学しようとするときは、保証人が連署した復学願（様

式第11号）により、学院長に復学を願い出なければなら

ない。この場合において、休学の理由が病気のときは、

医師の診断書を添えなければならない。 

（受験手続） 

第８条 学院へ入学しようとする者は、次に掲げる書類及び

入学選考料を学院長に提出しなければならない 

(１) 岩手県立水沢高等看護学院にあっては、入学願書

（様式第１号）、内申書（様式第２号及び様式第３号）、

准看護師学校又は准看護師養成所（以下「准看護師養

成施設」という。）が発行する成績証明書、就業証明

書（様式第４号）その他学院長が別に定める書類 

(２) 岩手県立一関高等看護学院、岩手県立宮古高等看

護学院及び岩手県立二戸高等看護学院にあっては、入

学願書（様式第５号）その他学院長が別に定める書類

 

(３) 推薦に基づく選考による場合にあっては、前各号

に掲げるもののほか、推薦書（様式第６号） 

（入学許可及び入学手続） 

第９条 ［略］ 

２ 前項の規定により入学を許可された者は、入学を許可さ

れた日から10日以内に保証人２人と連署した誓約書（様

式第７号）を学院長に提出しなければならない。 

３ ［略］ 

（休学） 

第11条 学生は、病気その他の理由のため、１箇月以上修学

することができないときは、保証人が連署した休学願（様

式第８号）により、学院長に休学を願い出ることができ

る。この場合において、休学の理由が病気のときは、医

師の診断書を添えなければならない。 

２・３ ［略］ 

（復学） 

第12条 休学中の学生は、休学の理由がなくなったことによ

り復学しようとするときは、保証人が連署した復学願（様

式第９号）により、学院長に復学を願い出なければなら

ない。この場合において、休学の理由が病気のときは、

医師の診断書を添えなければならない。 



２ ［略］ ２ ［略］ 

（転学） 

第13条 ［略］ 

２ 法の規定により指定を受けた学校又は看護師養成所に

転学しようとする学生は、保証人が連署した転学願（様

式第12号）により、学院長に転学を願い出なければなら

ない。 

（退学） 

第14条 退学しようとする学生は、保証人が連署した退学願

（様式第13号）により、学院長に届け出なければならな

い。 

（単位の取得及び修了認定） 

第17条 ［略］ 

２・３ ［略］ 

４ 学院長は、教育上有益と認めるときは、学生が学院に入

学する前に次に掲げる学校等において別表第１及び別表

第２に規定する教育内容と同一の内容の科目について修

得した単位を、所定の課程の修了に必要な単位数の２分

の１を超えない範囲で学院における授業科目の履修によ

り修得したものとみなすことができる。 

(１)～(３) ［略］ 

(４) 臨床検査技師、衛生検査技師等に関する法律（昭

和33年法律第76号）第15条第１号の規定により指定さ

れている学校又は臨床検査技師養成所 

(５)～(10) ［略］ 

５ ［略］ 

第18条 学院長は、所定の課程を修了したと認めた学生に

は、卒業証書（様式第14号）を授与する。 

（転学） 

第13条 ［略］ 

２ 法の規定により指定を受けた学校又は看護師養成所に

転学しようとする学生は、保証人が連署した転学願（様

式第10号）により、学院長に転学を願い出なければなら

ない。 

（退学） 

第14条 退学しようとする学生は、保証人が連署した退学願

（様式第11号）により、学院長に届け出なければならな

い。 

（単位の取得及び修了認定） 

第17条 ［略］ 

２・３ ［略］ 

４ 学院長は、教育上有益と認めるときは、学生が学院に入

学する前に次に掲げる学校等において別表第１及び別表

第２に規定する教育内容と同一の内容の科目について修

得した単位を、所定の課程の修了に必要な単位数の２分の

１を超えない範囲で学院における授業科目の履修により

修得したものとみなすことができる。 

(１)～(３) ［略］ 

(４) 臨床検査技師等に関する法律（昭和33年法律第76

号）第15条第１号の規定により指定されている学校又

は臨床検査技師養成所 

(５)～(10) ［略］ 

５ ［略］ 

第18条 学院長は、所定の課程を修了したと認めた学生に

は、卒業証書（様式第12号）を授与する。 

備考 改正部分は、下線の部分である。 

 様式第４号を削る。 

改正前 改正後 

様式第５号（第８条関係） 

［略］ 

様式第４号（第８条関係） 

［略］ 

備考 改正部分は、下線の部分である。 

 様式第６号を削る。 

 

 

 



改正前 改正後 

様式第７号（第８条関係） 

 ［略］ 

 ［略］  

入学試験の選

択科目 
１ 生物ⅠB  ２ 化学ⅠB  ［略］ 

［略］ 

様式第８号（第８条関係） 

［略］ 

様式第９号（第９条関係） 

［略］ 

様式第10号（第11条関係） 

［略］ 

様式第11号（第12条関係） 

 ［略］ 

様式第12号（第13条関係） 

 ［略］ 

様式第13号（第14条関係） 

 ［略］ 

様式第14号（第18条関係） 

 ［略］ 

様式第５号（第８条関係） 

［略］ 

 ［略］  

入学試験の選

択科目 
１ 生物Ⅰ  ２ 化学Ⅰ  ［略］ 

［略］ 

様式第６号（第８条関係） 

［略］ 

様式第７号（第９条関係） 

［略］ 

様式第８号（第11条関係） 

［略］ 

様式第９号（第12条関係） 

 ［略］ 

様式第10号（第13条関係） 

 ［略］ 

様式第11号（第14条関係） 

 ［略］ 

様式第12号（第18条関係） 

 ［略］ 

備考 改正部分は、下線の部分である。 

   附 則 

 この規則は、公布の日から施行する。 
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